　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ30年11月1日
たかし保育園市川二俣　保育園説明
法人名　社会福祉法人茂原高師保育園　
＜目次＞
　Ａ　計画する保育園の施設に関する事項
1 コンセプト
2 立地環境
3 安全・安心のための対策
4 園児等への配慮
Ｂ　認可保育園の管理・運営に関する事項
1 保育理念及び運営方針
2 給食に対する考え方
3 非常時及び事故発生時の安全対策
4 投薬
5 園児の発達状況及び保育目標に関する記録と保育への活用
6 保護者に対する情報提供
7 認可保育園と保護者あるいは保護者同士の意見交換の機会の提供
8 保護者からの意見・要望への対応
9  地域交流
10 保育内容の評価
Ａ　計画する保育園の施設に関する事項
Ａ-１　コンセプト
●こども一人ひとりを大切に　こどものための保育園
・心の豊かな子
・明るくのびのび遊べる子
・自分で考え自分で行動できる子
を育てられるよう、保育内容や保育室環境を整備します。

Ａ-２　立地環境
・ＪＲ西船橋駅より約460ｍ徒歩約５分の京葉線高架下に整備計画
・前面道路幅員4.5ｍの反対側に約40㎡のアベリア公園が隣接しています。
・ゼファー西船橋Ａ棟・Ｂ棟、ファミール第5西船橋などマンション群に囲まれた立地になります。
Ａ-3　安全・安心のための対策
（1）安全対策
	防災・防犯計画
	　□有　　　　☑作成予定　　　　□無

	防災訓練計画
	　年　12　回（消火訓練　12　回、避難訓練　12　回）

	緊急時対応マニュアル
	　☑作成する　□作成しない

	連携機関との緊急連絡網
	　☑作成する　□作成しない


　※消火訓練及び避難訓練は、それぞれ毎月１回以上の実施。
（2）防災に関する考え方
	１．消防計画
（１）消防計画を作成し、消防本部に提出します。また、消防組織編成表や自主点検
分担表の作成、消防機関への通報要領や避難経路図を作成し、全職員に周知及
び各部屋に掲示します。
（２）年2回、専門機関による消防点検を実施し、実施結果を消防本部に提出します。
２．防災訓練
（１）防災訓練の年間計画を作成し毎月１回訓練を行います。訓練内容は地震、火事
および複合災害に備えたものとし、防災訓練の際には消火訓練も行います。ま
た、防災訓練に合わせて避難設備や消火器等の点検も行います。
（２）年に一度総合避難訓練を行います。その際には消防本部から消防士にも出動要
請し、防災や避難についての指導をいただき、意識を高めるようにします。
３．防災マニュアルの作成
（１）災害時の対応方法や役割分担を示したマニュアルを作成し、毎月の防災訓練時
に確認します。
（２）マニュアルは地震、火災のほか、水害や津波、災害時の夜間対応についても想
定したものを作成します。
（３）災害に備え、食料や水の備蓄を最低２日分確保します。


（3）防犯に関する考え方
	１．防犯対策
（１）外部からの不審者の侵入を防ぐことは重要な課題です。事務室内は視界を大き
くとり、建物入り口や玄関ホールを見渡せる配置にします。
（２）防犯カメラの設置や玄関や門の日中の施錠、事務室に常に職員がいるような人
員配置など、スキを見せない防犯体制を心がけます。
（３）定期的に専門家による防犯講習を実施することで、防犯意識や緊急時対応につ
いて学びます。
（４）周辺地域は閑静な住宅街のため、夜間は安全を脅かすような不安要因も考えら
れます。警察や警備会社、自治体等と連携し、定期的なパトロールを要請しま
す。
２．個人情報の取り扱い
（１）概要
①個人情報の管理は極めて重要なことなので、園全体で意識を高め、漏洩やトラ
ブルのないよう細心の配慮が必要です。そうした観点から以下の対応を徹底し
ます。
（２）個人情報の管理
①個人情報の取り扱いについては個人情報保護規程を作成するとともに、基本方
針も作成し、園内に掲示します。また、職員には個人情報の取り扱いについて
のマニュアルを作成し、内部研修を行い対応の徹底を図ります。
②職員、実習生、ボランティアと個人情報の取り扱いに関する誓約書を交わしま
す。
③保育園内で取り扱う個人情報が含まれている書類やパソコンは鍵のかかるロッ
カーにて管理します。
④個人情報はいかなる事情があっても園外に持ち出すことは禁止とし、職員の意
識向上に努めます。
（３）保護者の理解と協力
①入園時に保護者と個人情報保護に関する同意書を取り交わします。
②園児の写真や作品等、プライバシーや個人情報に関わるものについては、掲示
や展示など使用方法を説明し、使用方法については入園時や年度当初に保護者
から書面で同意をいただきます。
③ホームページ内で活動の様子を紹介している写真掲載ページは園児専用のパス
ワード制とし、パスワードは定期的に変更します。
④家族や知人を装い直接園に連絡してきたり、訪問してきたりすることも考えら
れます。トラブル防止のため、送迎する保護者を事前に指定していただきます。
指定された保護者以外の方が送迎するときには保護者から事前連絡をいただく
ことや身分証明を提示することを条件とし、理解と協力を求めます。



Ａ-４　園児等への配慮
	１．子どもの安全の確保
（１）安全な環境でなければならない保育園では「命を守る」ということは絶対条件
です。一方で子どもは遊ぶ中で小さなケガをしたり、友達とケンカしたりして
育つと考えています。
（２）保育士がケガや危険に対する意識を常に持ち、危険を回避する配慮及び努力に
よって未然に大きなケガや事故を防ぐことができます。そのため、日々のケガ
報告及びヒヤリハット報告を毎日の朝礼で確認し、共有しています。子どもが
安全に生活できるよう、予想される危険について話し合い、危険予測への意識
を高めています。
２．園児への指導
（１）子どもの身の回りの危険について、保育士が注意喚起することによって子ども
自身が危険に気ずけるような働きがけをします。また、生活や遊びを通じてル　ールを理解することや、子どもが自分の感情をコントロールする力を養えるよう援助することも危険回避につながると考えています。
（２）日々の活動の中で棚からはみ出した教材やおもちゃが事故の原因とならないよ
う、日常的な整理整頓を保育士が率先して行い、園児にも習慣づけるよう心が
けています。
３．安全チェックの実施
（１）園内設備、保育室内、遊具、散歩道、近隣公園等、活動に関わる場所の「チェ
ックリスト」を作成し、定期的に安全点検をします。
（２）近隣の安全に関しては、職員が通勤時に危険箇所等で気づいたことを朝礼で周
知するなどして、全員が情報の共有をします。
（３）ささいなことでも伝え合う意識を習慣づけることで、大きな事故を未然に防ぐ
ことができると考えています。
４．施設の安全面
（１）園内設備、保育室内、遊具、散歩道、近隣公園等、活動に関わる場所のチェッ
クリストを作成し、定期的に安全点検をします。また、散歩経路、公園の危険
箇所については危険場所一覧表を作成し、全職員が共有します。
（２）園内の家具は転倒防止フィルム等を使用し、固定します。また、園児の活動場
所には棚の上等に落下の危険のあるものは置かないよう徹底します。
（３）空調設備や調理器具等は毎年定期的に点検を行います。また、害虫駆除や水質
検査等も定期的に実施し、園児が安全に過ごせる環境を整えます。



Ｂ　認可保育園の管理・運営に関する事項
Ｂ－１　保育理念及び運営方針
　保育の目標・方針（総論）
（１）「子ども一人ひとりの発達を見極め、適切な保育を提供する」の理念で保育を行
います。子ども一人ひとりの育成発達、生活環境を考慮した個々に合わせた柔軟　な対応を心がけます。
（２）「心豊かな子どもを育成する」を保育方針とし、遊びや活動を通じて子どもの自
主性及び社会性、基本的習慣を育てるとともに、豊かな感性や情操を養い、思考
力や道徳性を培うことを目指しています。
（３）当法人では、各保育園とも子どものことをまず大事にすること、子どもたちに優
しい保育を心がけています。また、利用しやすい保育園を目指すため、保護者の
ニーズにはできるだけ応えようと、突発的あるいは急な要求にも対応していく意
識と姿勢を常に持って保育に臨んでいます。
２．長時間過ごせる保育園
（１）室内で長時間過ごす子どもたちに、時間を忘れて楽しんでもらえるような保育園
を目指します。
（２）「ずっと遊べる保育園」をテーマとし、園全体が遊び場になるような環境づくり
をします。

（３）保育室内には子どもたちが自分の意志で選んで自由な遊びができるコーナーを作
ります。
（４）園内の廊下も子どもたちの遊び場として有効活用します。
３．子どもが主体の保育園　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）子どもたちが安心感、達成感、満足感を感じられる保育を目指します。
（２）保育士は愛情を持って接し、しっかりと子どもの思いを受け止めることで子ども
との信頼関係を築きます。
（３）子どもが居場所をみつけ、安心して遊ぶことのできる環境を整えるよう努めます。
（４）こうして得た心の幸せが、将来子どもたちの意欲や自信、優しさにつながると考
えています。
４．子どもの感性を育てる取り組みの重視　　　　　　　　　　　　　　　
（１）感性を育てるうえで季節行事はとても重要です。また、季節にあった草花や食べ
物を知ることも、季節感を味わうことができます。
（２）公園などで昆虫をとることや、木の実や色づいた落ち葉を拾ってきて製作活動を
することで、自然にふれあう機会を設けます。
（３）遊びや行事などの園内活動を通じてさまざまなことを経験し、その「楽しかった」
という気持ちが心の安定や次への意欲向上をもたらします。
（４）以上のように子どもの五感や創造性を刺激し、豊かな感動を味わうことのできる
取り組みを積極的に行います。
５．挑戦・経験による興味の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）リトミックや遊びの要素を取り入れながら、子どもたちが自発的に音楽やダンス
を楽しめるよう工夫します。
（２）発表会には０歳児から５歳まですべての園児が参加します。歌や劇あそびのほか、
普段のクラス活動などを盛り込みます。５歳児は楽器を用い、クラスのみんなで
協力して合奏を披露します。
（３）初めてのことにも挑戦し、経験を重ねる中で体得し、子どもが興味の幅を広げて
いけるよう導きます。
６．健康や安全に対する意識、社会性の育成
（１）遊びや活動を通して、子どもたちが自らの安全と健康に関心や意識を持つことは
大切なことです。
（２）保育園には危険な場所や、やってはならないルールがあります。それゆえ、日々
の保育の中で、安全に遊ぶ力を身につけさせなければなりません。遊びや園内活
動の中で、危険やルールを理解し、自分をコントロールする力を養うことが大切
です。
（３）集団遊びの中で、協調性や助け合い・支えあいの友達関係を育てられるよう支援
することで、人として身につけるべき分別や礼儀、社会性を育てることができま
す。
（４）各クラスとも近隣の公園等の園外活動を積極的に行います。園外では車の往来や危険な個所も少なくありません。交通ルールの習得や集団行動を日頃から学ぶことで社会性や協調性を自然に身につけることができます。
Ｂ-２　給食に対する考え方
給食・調理・食育に関する方針
	１．概要
（１）給食は１日のうちの１食にすぎませんが、子どもの体を作る上で保育士の行う
保育と肩を並べ、極めて重要と考えています。
（２）給食は園児の体に入るものであり、食の安全は絶対に確保されなければならな
いため、原材料を重視しています。食材は原則国産とし、納入業者には原産地　　を納品書に明記してもらい、保護者には毎日掲示して知らせます。
（３）給食は完全給食とし、給食業務は当法人が直轄及び完全給食にて責任を持って
実施します。午後のおやつも保育園で手作りしたものを提供します。
（４）給食業務には複数の栄養士と調理師を配置します。栄養士は現場の情報をしっ
かりと反映した献立作りを行う必要があるため、午前中は給食業務に入って調
理します。
（５）食育計画を作成し、園児が食を通じてさまざまな経験をし、食への興味、食欲
の増進、マナーの習得等ができるようにしたいと考えています。
（６）食育活動には栄養士や調理員だけでなく、保育園の全職員を含めて園全体で取
り組みます。
２．「和」を基本とした献立
（１）魚と肉をバランスよく取り入れ、和食を中心とした献立作りをします。
（２）素材はからだに優しい和食に適したものを厳選します。
３．原材料の重視
（１）食の安全を最優先し、野菜や豚肉等については国産にこだわった素材選びをし
ます。
（２）地産地消に協力するため、食材の仕入れは地域業者を積極的に利用します。
（３）取引業者に肉や野菜の産地を記入するよう徹底するとともに、保護者にも毎日
公表します。
（４）食材は当日納品、当日使用を基本とし、より新鮮な食材を提供します。
４．季節の行事食や郷土料理の提供
（１）季節を感じることのできる旬の食材やメニューを積極的に取り入れることで、
季節感を感じられるようにします。
（２）郷土料理を取り入れるなど、メニューに工夫をします。
　
５．クッキング、お弁当遠足の実施
（１）おやつ等の簡単なクッキングを園児と職員が協力して行うことで協調性を育て
ます。また、自分の作ったものを食べる経験から達成感を味わえるようにしま
す。
（２）おにぎり作りやおかずの盛り付けをしてお弁当を作り、徒歩遠足に出かけます。
いつもと違う場所でお弁当を食べることで遠足気分も味わいながら楽しく食事
をします。
（３）味噌や豆腐、漬物といった伝統的な食材作りにも触れあえるような取り組みも
行います。
６．バイキング給食の実施
（１）自分の食べたいものを食べたいだけ取る楽しみを経験します。おかわりも用
意し、食への意欲を高めます。
（２）子どもが自分の食べる量を考え、調整することを意識するようになる効果があ
ります。
７．異年齢児との食事会
（１）定期的に異年齢児と食事をともにします。
（２）年長の子が年少の子の世話をするような雰囲気作りをします。
（３）年少児は年長の子から食事のマナーを学ぶことができます。
８．離乳食の対応
（１）完全給食のため、離乳食は前期・中期・後期・完了食と全てに対応しています。
（２）粉ミルクも自宅で飲んでいるものと同じものを園でも用意し、提供しています。
９．食育計画の作成
（１）「給食を楽しく食べる」ために各年齢で年間計画を作成するとともに、定期的に
目標の評価や見直しをします。
（２）食育計画は栄養指導のほか、クッキングや農作業、マナーなどの生活面に分け
て作成します。これらの計画に基づき、食育行事を実施します。

10．給食とおやつの掲示
（１）給食やおやつを玄関に写真で掲示し、お迎えに来た保護者に見ていただきます。
（２）食器や盛りつけ方など、献立表では伝えられない「見た目」も重視しているこ
とを知っていただきます。
（３）アレルギー除去食の掲示も行うことで、園の取り組みを理解していただきます。
（４）主な食材の産地表示（都道府県）を行います。

11．給食だよりの発行
（１）定期的に給食だよりを発行し、食育の活動予定や活動内容を保護者に知ってい
ただきます。
（２）簡単レシピ、給食やおやつで好評だったものを載せることで、子育てのお役に
立てるようにします。
12．保育参観での給食、おやつの試食
（１）子どもが食べている給食やおやつを実際に食べていただくことで、園の盛り付
けや味つけ、こだわりを知っていただきます。
（２）また、子どもたちと一緒に食べていただくことで給食の雰囲気、子ども同士の
会話を知っていただきます。



アレルギー児童に対する具体的な対応
	１．アレルギーへの考え方
（１）アレルギー除去に関してはすべての対応を、個別にかつ柔軟に行うことが必要
不可欠と考えています。
（２）対応の誤りが生命にかかわる重要な対応であることを認識し、決して事故が起
こらないよう細やかな配慮を心がけます。
２．園の対応
（１）指定の診断書に医師からの意見を記入していただき、園指定の申請書に保護者
が記入したものと合わせて提出していただきます。
（２）提出された資料をもとに栄養士や担任が保護者と面談し、除去食の内容や代替食の内容について意見交換しながら細かい対応を確認します。
３．アレルギー児への食事提供方法
（１）アレルギー対応児の給食提供については別トレイでの対応とします。
（２）アレルギー食を準備する調理担当者、食事を配膳する職員は、それぞれ複数名
で確認をしてから対象児に配膳します。また、確認時には所定のチェック表に
確認印をします。
（３）アレルギー対応については、担任と主任、栄養士とで毎日確認します。また、
朝礼時にも対応を確認し、全職員が情報を共有することで事故防止に努めます。



食中毒予防に関する考え方
	１．概要
（１）食に対する安全の確保は、保育園運営において最も重要な要素の一つと考えて
います。そのため、給食調理及び食品の取り扱いについては、大量調理マニュ
アルに則り厳正に対応します。
（２）職員はもとより、園児に対しても手洗いうがいを励行し、習慣づけるよう努め
ます。日頃からの心がけで食中毒を予防します。
（３）調理従事者および食品を取り扱う職員は日頃からの健康管理に留意し、自らが
感染源とならないよう努めます。また、職員は毎月細菌検査を実施します。
（４）調理室内の衛生管理を徹底し、常に清潔な状態を保てるよう努めます。
２．食品取り扱い時の衛生管理
（１）職員も園児も食材に触れる際には、手洗いと手指消毒を徹底します。
（２）調理に使用する器具や食材の取り扱いについてマニュアルを作成し、対応を徹
底します。
（３）食材納品時の品質や冷蔵庫内の温度の確認、調理の際の中心温度測定、調理員
の身だしなみや水質検査など、調理に関するあらゆる項目においてチェック表
を作成し、管理を徹底します。
３．調理室内の衛生管理
（１）グリーストラップは調理従事者が週1日清掃し、3か月ごとに清掃業者に清掃を
依頼します。
（２）調理室内は年4回害虫駆除を業者に依頼します。



Ｂ-3　非常時及び事故発生時の安全対策
1．事故対応
（１）万一ケガや事故が発生したときには、園長、主任が状態確認をします。
受診が必要なときには保護者に電話で状況説明をし、担任や主任が付き添って受　診します。受診後およびお迎え時には必ず担任が詳しく状況説明をします。
（２）対応後はケガ報告書を作成し、どのような状況で、なぜ発生したかを考察し反
省します。それによって再発防止に努めます。ケガ報告書は当事者だけでなく
職員全体で情報を共有し、園全体で事故防止の意識を高めます。
緊急対応に関する考え方
	緊急時対応の習得
（１）安全な環境作りに努力する一方で、全職員がいざという時に対処する知識を持
つ必要があります。毎年全職員が救急法や蘇生法の講習、防犯、防災に対する
意識を高める研修を参加できるよう取り入れていきます。
（２）災害や事故発生時の対応方法について対応マニュアルを作成します。マニュア
ルは全職員に周知し、定期的に研修をして確認します。



Ｂ-４　投薬
	薬の取り扱い
（１）薬は副作用等の危険があるため、基本的には取り扱いは考えておりません。
（２）持病や食物アレルギー等で薬が必要な子どもに対しては、医師の処方した薬に
限り、医師による指示書の提出を条件に必要回数分のみ預かります。
（３）薬の管理や与薬は園長、主任が行い、事故が起こらないよう慎重に対応します。



Ｂ-５　園児の発達状況及び保育目標に関する記録と保育への活用
	毎日の健康観察
（１）園児に対する毎日の健康チェックは極めて重要です。保護者とともに子どもを
育てているパートナーであるといったスタンスに立ち、子どもが安全に育つ環
境を保護者と保育園とで作れるよう心がけます。
（２）登園時に食欲や睡眠、便の状態などに異常がないかを保護者から聞いたり、連
絡帳で知らせてもらったりします。朝の忙しい時間でも毎日しっかり行うこと
で保護者の意識が高まり、協力も得やすくなります。
（３）体調面で気になる子については特に注意をはらい、こまめに健康チェックを行
い、必要に応じて保護者に連絡、相談を行います。
（４）園長、主任が毎日各クラスを巡回し、全園児の体調管理を行うとともに、体調の悪い子の情報は事務室のボードに記載し、全職員が一目でわかるようにします。
定期的な健康診断の実施
（１）子どもの健康状態と発育状態を把握することは、適切に保育を行う上でとても
重要です。そのため、園児の身体計測の記録は連続的に記録します。
（２）肥満度など、母子手帳の内容に沿った記録も計測し、気になることがあるとき
には保護者に伝えて一緒に対処します。
（３）低体重等の発育不良児に対しては栄養士を関与させ、カルシウム、鉄分等の必
要成分摂取を促進します。
　保育の考え方
（１）概要
①保育において、年度ごとの保育目標だけなく、一人ひとりの子どもの発達や生活
に合わせた連続性のある保育目標が必要と考えています。
②一口に１歳児といっても月齢差、個人差があり、中には生年月日に約１年の差が
ある子どもがいます。そこで、保育者は個々に保育目標を掲げ、それらをもとに環境を構成し、どのようにクラス運営をすべきか思考できる技量が必要となります。
③園は保育士に対し一人ひとりの発達過程を踏まえた上で保育を展開し、個人差に
応じた柔軟な対応力を求めていきます。
④年度ごとに保育目標を区切らず次年度以降に継続することで、保育園での育ちが
それ以降の生活や発達・学びへとつながっていくよう保育内容の工夫を図ります。
（２）０歳児の保育
①０歳児の保育では生活リズムを重視します。
②日課や行事へ参加しながらも、健康状態や情緒に合わせた臨機応変な対応ができ
るよう配慮をします。保護者との連絡を密に行い、保育内容や子どもの様子、健
康状態を保護者と園とで共有できるよう努めます。
③子どもと関わる際、保育士は子どもの顔をしっかり見て声かけをし、笑顔と優し
さをもって接することで情緒の安定を図ります。
④音や光の出る絵本やおもちゃを使ったり、でこぼこ、ざらざらなど、手の感覚を
楽しめるものを取り入れたりして五感に刺激を与えます。
⑤月齢の進んだ０歳児に対しては、遊びの中に「椅子に座る」「つかまり立ちをす
る」「歩く」などのシチュエーションを取り入れ、伸ばしたい発達機能を引き出
せるよう工夫します。
（３）１歳児の保育
①１歳児は自己主張が見られ始める時期のため、「自分でしたい」という気持ちを
受け入れ、失敗しても時間がかかっても見守り、応援する姿勢で関わります。失
敗したり、最終的に保育士の手を借りたりしたとしても「自分でできた」という
体験の積み重ねが後の成功体験へとつながり、その体験が四肢の運動機能の発達
にもつながると考えています。
②言葉を話し始め、身近な人や物に自発的に働きかける時期でもあるため、遊びの
中に色の違いや物の大小、重い軽いを取り入れて意識的に物を注視する、二者択一をする、周囲のものを言葉で伝えることなどで物への興味を深める取り組みをします。
③一方で、言葉による主張が不十分なため、感情的になったときに手が出たり、噛
みついたりといった事故も見られるようになります。保育士は間に入り、双方の
気持ちを汲みながら代弁・仲裁するよう心がけます。
（４）２歳児の保育
①運動機能の発達と興味の拡大に伴い、リスクへの対応が必要となってくる時期の
ため、子どもたちの興味を尊重しつつ、環境を考えていくことに気をつけます。
そのため、行事や活動などを通じて、手洗い・うがいなどの衛生面やケガなどの
危険に対する意識づけができるよう、基本的習慣の確立を促します。
②自己主張も強く見られるようになるため泣いて訴えることも多く見られますが、
保育士は子どもの気持ちを受けとめ、言葉で理由を聞き出すように努めます。将
来の社会性と大きくかかわりを持つため、子どもの主張に耳を傾け、受容しなが
ら子どもが納得できるまでしっかりと向き合います。
③友達との関わりが多くなる時期でもあるため、集団を意識した働きかけをします。我慢することや、自己をコントロールできる能力を育てるとともに、片付けやマナーなどの社会性も育てられるよう配慮します。
（５）３歳児の保育
①運動機能や基本的生活習慣の自立が進み、複雑な動きができるようになってくる
ため、遊びの中にバランス運動を取り入れます。また、異年齢児との保育を行う
ことで年長児の遊びに興味を持ち、真似をしながら全身運動を自発的に行うよう
環境を整えます。
②手先も器用になってくるため、はさみなどを使った作業や折り紙を使った製作な
どを取り入れます。
③保育に音楽や手遊びを取り入れることで音感や感受性を育てます。
（６）４歳児の保育
①体の動きが巧みになるので、より活発な遊びを好むようになります。そのため、
遊びを通して機敏な動きを体得させます。
②遊ぶ中で「待つ」ということや、集団を意識した簡単なルールを習得できるよう働きかけます。
同時に安全に対する意識や周囲の友達のことを考えながらみんなで楽しむなど
という思いやりの心や道徳性を育てます。
③活動の中では「ルール」を意識した関わりを工夫します。
（７）５歳児の保育
①生活習慣のほとんどが自立し完成してくる中、小学校進学を意識して言葉や文字、数字を使った遊びをたくさん取り入れることで自然に文字を楽しめるよう配慮し、文字に対する親しみを育てます。また、一日に30分程度、全員で決まった時間に席に座って活動を行うことで、小学校入学後の授業のような習慣を身につけます。
②自他に対する意識が強くなるため、保育にスポーツや音楽を取り入れ、他者と競
う、協力するという体験を取り入れます。楽器を演奏して合奏したり、運動などの活動から達成感や満足感を得られるよう感情の育成を期待します。
③これらの活動を通して子どもたちの興味の幅も広がり、自ら創意工夫する能力が
育つと考えています。



Ｂ-６　保護者に対する情報提供
	コミュニケーションの重視
（１）保護者とは登園、降園の際のコミュニケーションと連絡帳でのやりとりが主に
なります。保護者と保育者とが気軽に話をできる雰囲気を作ることがすべての
始まりだと考えています。連絡帳は独自に採用し、ボリュームある内容にしま
す。
（２）保護者によっては子どもについてとても熱心な方、保育園にさまざまな要望を
出す方、ほとんど無関心の方などいろいろなタイプがありますが、日々のコミ
ュニケーションを重視して信頼関係を築き、何でも話せる関係を作れるよう努
力していきます。
保護者に見える保育の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）保護者の誕生会への招待、保育参観や保育参加、プール参観など、保護者に参加や協力いただく行事を多く取り入れることで、保育園の活動の様子を保護者に見ていただける機会を設けたいと考えています。

（２）保育参観の際には給食やおやつの試食を行っていただきます。子どもが食べている給食やおやつを実際に食べていただくことで、園の盛り付け、味、こだわりを知っていただきます。また、子どもたちと一緒に食べていただくことで給食の雰囲気を知っていただきます。

（３）運動会、発表会、保育園まつり等の主な園行事は土曜日に行うこととし、少しでも多くのご家族に来ていただきたいと思っています。

（４）保育園だよりやクラスだより等のおたよりをはじめ、ホームページなどにおいても定期的に保育園の様子が感じていただけるような発信をします。
（５）保育園内には子どもたちが作った作品を展示します。


Ｂ-７　認可保育園と保護者あるいは保護者同士の意見交換の機会の提供
	２．保護者懇談会の実施
（１）定期的にクラス懇談会を行います。
（２）必要に応じて個別の面談にも応じ、子育ての悩みや要望などを聞くようにしま
す。


Ｂ-８　保護者からの意見・要望・への対応
	意見・要望の把握
（１）保護者参加の行事を行うごとに保護者アンケートを実施し、保護者の感想およ
び評価を把握します。職員全体で情報を共有し、その後の行事開催に反映します。
（２）行事以外にも運営に関するアンケート、給食アンケートを年に一度ずつ実施し
ます。保育園運営、給食、生活調査等多岐にわたる保護者の意見を聴取し、保
育園運営に反映します。また、それらについては保護者にフィードバックも行
います。
クレームへの対応
（１）苦情解決マニュアルを作成し、各担当者がマニュアルに沿って誠実に処理をする。


Ｂ-９　地域交流
	地域に密着した保育園作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）行政機関、自治会をはじめ、保健所、療育機関、学校とも連携をとり、子どもの健やかな成長のための支援をします。
（２）行事に地域住民を招待したり、地域の行事に職員を参加させたり、地域との交流を大切にします。


Ｂ-１０　保育内容の評価
	１．保育内容の振りかえり

（１）毎月実施する職員会議や保育会議等で各クラスの保育目標や予定、実施状況を確認します。また、日々の保育の中で生まれる問題や課題についても検討し、対応方法を統一認識します。

（２）法人内で毎月実施している園長会議にて各園の運営や保育の状況を確認しています。

（３）年度の前期と後期の2回、園長・主任との個別面談を行います。年度当初に作成した個人目標をもとに前期は目標の確認を行い、後期はそれに対する評価を確認します。その際には日々の保育に対する悩みの相談や指導方法に対してのアドバイスを行います。

２．保育方針の意識統一

（１）年度初めの職員会議では、園長が全職員に前年度の運営実績や保育の評価を報告したうえで新年度の運営方針・保育方針を示します。方針を明確にすることにより職員の意識の統一を図り、保育の質の向上を期待します。

３．外部評価の実施

（１）保育園の適正な運営を評価するため、定期的に第三者評価を受審します。初回の受審は運営が安定してくる3年目を予定しています。

４．利用者アンケートの実施

（１）保育園の利用者である保護者からの意見をいただくことも保育の評価につながると考えています。保護者からの意見やアンケートは全職員で共有し、その後の保育に反映させていきます。

（２）保護者アンケートは年に一度実施する保育園運営全体のもののほか、運動会や発表会などの行事後にも行うことで、利用者の期待に応えることができるようになると考えています。





